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１　単元名　「小数のかけ算とわり算」
　
２　単元の目標 
　　　　○小数の乗法及び除法の意味について理解し、それらを用いることができるようにする。　 [A(5)]
 　　 ・乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算のしかたを考え、それらの計算ができる。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[A(5)ウ]
　　　・整数を整数でわって商が小数になる場合も含めるものとする。                         [3(5)]

３　育てたいプログラミングの考え方
　　  ・順序よく計算していくことで、問題を解決できることに気づく。
　　  ・間違えた部分を見つけ、その修正が必要な部分を改善することができる。

４　単元の評価規準 
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	乗数や除数が整数の場合の小数の乗法及び除法でも、整数の乗法及び除法と同じように計算ができることを発見し、それを活用しようとしている。
	　乗数や除数が整数の場合の小数の乗法及び除法の意味や計算のしかたを、具体物や図、式を用いて考えている。
	乗数や除数が整数の場合の小数の乗法及び除法を、筆算を使って計算することができる。
	乗数や除数が整数の場合の小数の乗法及び除法の意味と計算のしかたを理解している。



５　単元について
（1） 児童観
　　①児童の実態（アンケートの結果より）※10月実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｎ=12）
	質　問
	は　い
	いいえ

	①算数の勉強は好きですか
	7名
	5名

	②算数が得意になりたいですか。
	12名
	0名

	③新しい問題に出会ったとき、それを解いてみたいですか。
	11名
	1名

	④問題の解き方が分からないとき、あきらめずに取り組みますか。
	8名
	4名

	⑤答えを出した後、たしかめをしますか。
	10名
	2名

	⑥答えを間違えたとき、どうしますか。
	はじめからやり直す
5名
	必要な所から直す
7名


　　　本学級の児童の特徴として、どんなことに対しても前向きに取り組もうとする傾向がある。アンケートの
　　結果から伺えるように、算数の好き嫌いを問わず、ほとんどの児童が算数の勉強が得意になりたい、新しい
　　問題に取り組んでみたいという思いを持っている。しかし、普段の授業の様子を見ていると、難しい問題に
　　直面した場合、どのように取りかかればよいのか分からず混乱して、先に進めず固まってしまう児童も多
　　くいる。また、それらの児童のほとんどは、途中まで正しく解いているにも関わらず、書いたものを全て消
　　して、初めからやり直そうとする姿がよく見られる。

　　②単元・教材に対する児童観
　　児童は小数については、これまでに単位量に満たないはしたの量を表す数として、第3学年で小数第一位　
　まで、本学年で１/１０や１/１００の関係から小数第三位までその書き表し方や大きさについて、整数との
　関連で理解してきている。また、小数の計算については、小数の加法・減法について、位をそろえる（小数
　点をそろえる）こと、位ごとに計算することなど、整数と同じ原理、手順でできることを理解している。
　　また、除法の筆算については、第4学年で、除数が2位数の除法まで学習しており、「たてる・かける・
　ひく・おろす」のアルゴリズムで計算できることを押さえている。

（2） 単元観
　　本単元では、これまでの小数についての学習と整数の乗法・除法をもとに、被乗数・被除数が小数の乗法・
　除法に計算の範囲を広げ、（小数）×（整数）及び、（小数）÷（整数）の意味と計算のしかたを理解させ
　ることをねらいとしている。
　　小数は十進法であるから、小数の乗法・除法の計算は、整数の範囲で成り立ったのと同じように計算法則　
　が成り立つことを確かめ、それらの法則を用いて、計算方法を発見したり、計算結果を確かめたりすること　
　ができる。
　　本単元で学習する、（小数）×（整数）、（小数）÷（整数）の計算では、今までの同数累加、同数累減
　の考え方も用いることができるが、今後学習していく、乗数や除数が小数の乗法・除法ではその考えを用い　
　ることはできない。そこで、乗数や除数が小数の場合でも、整数のときと同じように乗法・除法が適用でき　
　ないかと考え、意味拡張を図っていく。そのことも視野に入れて、本単元の学習を進めていくことが重要で　
　ある。

（3） 指導観
　　　「小数÷整数の計算」では、計算の用いられる場面を十分に理解させ、商の小数点を正しくつけることができるようにしていく。また、商が立つ位を判断し２桁の商を立てたり、整数部分に商が立たない場合の処理のしかたを考えたりすることができるようにしていくことになる。ここでは、これらの処理を児童が自分の判断で進めるという難しさがある。
　　　　本学級の児童の課題である、順序よく解決することや、修正が必要な部分から改善するという考え方で取り組むことで、その難しさを克服することができると考える。そのため、プログラミング教育におけるＣＳアンプラグドの手法を用いて、計算の手順をフローチャートに書き出し、修正が必要な部分から改善していく（デバッグ）活動を取り入れる。
　　　　本単元の学習を通して、筆算の技能の習得も大切にしていくが、機械的に覚えさせる学習にしないよう留意する。そこで本時の学習では、間違えた筆算を提示することで、どのような順序で計算したのかを考えたり、どこに間違いがあるのかを探そうとしたりするような、考え方や見方も併せて身につけさせるようにしていきたい。
６　本時の学習　「小数÷整数の計算」（５／１０時間）
（1） 本時の目標　
　　　　・　除数が被除数より大きい場合の筆算のしかたを考える。
　　　　・　一の位に0が立つ除法のしかたを理解する。

（2） 本時の授業仮説　　　　　　　　　　　　
 わり算の筆算の仕方を考える場面で、計算の手順をフローチャートで書き出すことによって、
　　　　順序よく計算したり、修正が必要な部分に気づき改善（デバッグ）したりすることができるであろう。
　
（3） 使用したデバイス・ソフト
　デバイス：iphone、EZ Cast(ミラーリング受信機)、プロジェクター

（4） 展　開　
	　　
	学  習  活  動
	指 導 上 の 留 意 点
◇プログラミング的思考にかかわる働きかけ
	評価項目(方法)

	導　入（５分）
	 (
わられる数がわる数よりも小さいわり算の筆算のしかたを考えよう。
)１．問題を読み、課題を把握する。
	
	

	展　開　（３０分）
	２．4.5÷9の筆算のしかたを
　考える。
３．間違った筆算を、全体で分析する。

４．どの部分にミスがあるか、自分で考え、修正する。


５．自分の考えを伝え合う。

	◇筆算に必要な言葉を引き出し、提示する。

◇どのような手順で計算されているか、
付箋紙を並べさせる（順次）

◇付箋紙を、正しい筆算の手順に並べ替えさせ
る(デバッグ)
○足りない言葉があれば追加させる。

　○フローチャートが違っても、結果が同じにな　
　るなど、多様な考えがあることに気づかせる。
	







【技】被除数が除数より小さい場合でも、商の立つ位置を決めて筆算することができる。(発言、ノート)

	まとめ(１０分)
	 (
まとめ：わられる数よりもわる数が大きいわり算の筆算は、
　　　　①わられる数と商の小数点の位置をそろえる。
　　　　②一の位に0を立てる。　
　　　　　　　　
　
→　整数と同じように計算できる。
)６．まとめ


７．適用問題
　1.67÷7の筆算をする。


８．ふり返り

	


◇どんな難題も、課題を細分化し、一つ一つ対
処していくことで、解決できることに気づかせ
る。

　○新たに学んだことや気づいたこと、難しかっ　
　たことなどを中心に記述させる。
	


【知】小数÷整数の計算の仕方を理解している。
　　　　　（ノート記述）


（5） 板書計画
 (
練習　　
1.61
÷7
ふり返り
) (
まとめ：わられる数よりもわる数が大きいわり算の筆算は、
　　　　①わられる数と商の小数点の位置をそろえる。
　　　　②一の位に0
を立てる。
　　　　　　→　
整数と同じように計算できる。
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4.5ｍのテープを9人で同じ長さずつ分ける
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　　１人分は何ｍになるでしょうか。
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めあて：わられる数がわる数よりも小さいわり算の筆算の仕方
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)
